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	概要　ＥＡ　(600字～800字程度にまとめてください。)

有機分子で保護された金クラスターの合成と機能について，以下の成果が得られた．

1） 精密合成法の確立

水溶性および疎水性チオール（RSH）で保護された金クラスターを湿式法で調製し，サイズ分離と質量分析を組み合わせた精密合成法を確立した．サイズ分離の方法としては，水溶性クラスターに対してポリアクリルアミドゲル電気泳動法，疎水性クラスターに対してはリサイクルゲル浸透クロマトグラフィーを用いた．分画した成分に含まれるクラスターを，レーザー脱離イオン化あるいはエレクトロスプレーイオン化によってイオンとしたのち飛行時間型質量分析によって組成を決定した．これによって，サブナノメートルスケールの金クラスターの化学組成を有機分子数も含めて決定することが可能となった．

2） 新しい合成法の開発

チオール保護金クラスターの調製法としては，金チオール錯体を化学的に還元する方法がもっとも広く用いられている．この方法では，クラスターの成長とチオール被覆による安定化が競合しておこるため，得られるクラスターの分布は速度論的な要因で支配される．これに対して我々は，コア生成とチオール被覆過程を分離した新しい合成法を開発し，魔法数クラスターの網羅的合成に成功した．また，チオールによってコアのエッチングが起ることに着目し，Au25(SR)18などの魔法組成クラスターの合成法を確立した．

3） 金クラスターの触媒機能の探索

水溶性ポリマーで保護した金クラスターをサイズ選択的に調製し，アルコールなどの空気酸化反応に対する触媒活性を調べた．その結果，1nm付近の金クラスターのみが特異的に室温水中という温和な条件で高い活性を示すことを見出した．これは微小のクラスターが酸素分子を活性化できることによるものであると結論した．

これらの成果を通して，金クラスターを基盤とする物質科学研究の基礎を固めることができた． 
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	欧文概要　ＥＺ

　Achievements of the present research project are summarized as follows. 

1) Development of precision synthesis of gold clusters

With an aim to synthesize thiolated gold (Au:SR) clusters with well-defined chemical composition, we developed a method composed of size selection (PAGE, GPC) and mass spectrometric (ESI, LDI) analysis.  This approach allows us to synthesize well-defined Au:SR clusters systematically. 

2)  Development of new synthetic method of Au:SR

We prepared Au:SR clusters by thiolation of preformed Au clusters stabilized by polymer.  This method yields Au:SR clusters which are missed in the conventional preparation via reduction of Au:SR complexes.  It was found that etching treatment of Au:SR clusters by free, excess thiol results in the formation of magic clusters such as Au25(SR)18.

3) Catalytic activity of polymer stabilized Au clusters
Small (<2nm) Au clusters stabilized by a polymer, PVP, were found to be catalytic active toward aerobic oxidation of alcohols.  This size-specific activity is due to activation of molecular oxygen by nonmetallic small Au clusters.
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